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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・3/1(木)・2(金)　看護グループ内研修17：30～2F会議室　対象者は看護スタッフとしているが、全スタッフが学生と関わることとなる為、参加すること。

・3/11(日)　平成23年度　第2回青山荘・こころすこやか財団の共催企画
場所：こころすこやか会館（旧ラ・プラザ跡地）

講演会：14：30～16：00　スタッフレクチャー：16：00～17：30
豪州メルボルンセントビンセント病院の精神科専門医オイゲン・コウ博士をお招きし、アートで進めるメンタルヘルスプロモーションを開催。同時にスタッフレクチャーを行います。

・庶務チームより、マイカーでの出勤・退勤、休日での運転について安全運転を心掛け、道路凍結時の歩行も大変危険ですので注意して歩行するようにしてくださいとの通告があります。

・月報作成と利用者様経過記録の作成を速めに行って下さい。

＜プログラム検討/治療環境整備/新書式検討＞

(プログラム)

・プログラムに関するアンケートの調査実施中

(新書式)

・情報シートについて提出している

・今後、入所～退所のパスを作っていく

(環境整備）

・傘立て発注予定

・ごみ箱を発注していたが、発注が確認できず再発注する事となる

・館内外のクモの巣取りを行っていく

＜事例検討＞

澤口　直美　様（38）躁うつ病　デイケア利用：1年9ヶ月（30～60％）

検討内容評価・情報共有
長期目標単身生活が出来るようになる

中期目標①病状の変化があっても自分でコントロールできるようになる。

②体重を減らす。

短期目標①病状が悪化すると食事を摂らなくなる為、食生活を整える。

②エアロビクス・運動プログラムへ参加する。

治療計画①不安や悩みを相談できるような環境を作り、面談を行い生活状況の確認をする。

②利用日に体重測定し、間食・食事内容の確認を行う。

　　　　　エアロビクスが中級へと変わった為、病状の変化や疲労感の観察しながら運動の促しを行っていく。
検討結果

◎生活面について

· 母が亡くなった後の生活が不安と本人話す。知識はあるが、実践は難しい。

· 家で洗濯をした事ない。お母様が洗濯をしているが、洗濯をしている様子を見たことがない。

　　　　⇒入院中は行っていた

· 新しい事を始めたいと主治医に相談している

　　　　⇒洗濯することから始めていこうと進める予定

· 今の相談相手は主にお母様や訪問看護師である。

　　　　⇒相談場所を拡大できるよう促す

· デイケア利用開始後の節目を気にして体調を崩しがちになる

◎体重について

· エアロビは初級から中級に上がっている

　　　　⇒久しぶりの参加もあり、体力的に疲れるとの訴えあり途中から見学している

· 現在体重63.2kg、風邪で休んでいた時にわずかに増えている

· 弁当や惣菜購入の際は内容を気にするよう伝えている

· はちみつ生姜を飲むが、1回に多量のはちみつを入れている

　　　　⇒摂り方をアドバイスしている（味噌汁に入れてみる等）

◎その他

· 不正出血を気にする発言があるが、婦人科では異常はないとのこと

今後についての関わり
· 生活状況を確認して、出来る事から勧めていく。プログラム内容をいかして、自宅で出来る事を広げていく⇒治療計画の追加

· 本人のテンションを上げないように関わって欲しい

· 減量に関する長期目標がないため、長期目標に連動させてプランを立てていく。

＜利用者様情報＞

・繁名　和恵様～本日「吐気がするから休みます」と連絡がある。体調不良の訴えが強い為病院受診等を勧めている。12:30頃来所され、鹿内内科へ受診し採血して来たことを報告してきている。内科の先生へはどのように訴えたのかを確認すると「具合が悪く吐気がする」と伝えたとの事。本日は体調が悪いとのことで、すぐに帰宅されている。来週は通所するように説明している。

・新堂　寿子様～本日、４月までダイエットしたいからと相談の電話がある。ご飯をお粥に変えたらカロリーは減るのか？ガリは脂肪を燃焼させるのか？等質問がある。量を多く食べればカロリー増となってしまうことやそればかりを食べていれば栄養バランスが崩れてしまうこと伝えている。４月からは月２回通所利用すると話している。

・鈴木恵美子様～2/16診察時対面した際、道路状況が悪く歩行が不安との理由もあり長期欠席を希望していた。その際、週に一度は連絡を入れるよう伝えているが連絡はなく近況確認も兼ねスタッフが電話をすると、娘様と街に出掛けており留守にしているとのこと。10分後に本人から電話あり、体調について色々と話し、家の辺りは道が凍結し危険であり暫く休みたいと再度希望している。次回3/8受診時に対面予定としている。

・関　秀治　様～右目が赤くなっている。「前から目が痛い」と話されており、薬は処方され使っているとの事。

・袴田　淑子様～本日来所時の体温37.2℃であり、再検にて37.6℃となっている。青風荘へ連絡し、戻っている。

・其田　淑子様～グループホームの引越に3万～4万かかるが、生活保護から出るから心配はないとのこと。

・豊川　明男様～2/29付で退所となる。今後は入浴利用をしたいと話している。

・松永勘五郎様～髪を切ってスッキリとしている。頭皮は赤みがあり風呂用石鹸で洗っているとのこと。軟膏塗布は拒否している。

・中村　弘明様～昨日、ナイトを体験利用している。何をしていいのか分からない、時間を余す、エアロビは辛い、特定利用者の独語が気になること等を話している。利用に関しては曜日を検討していくとのこと。

＜外来情報＞

・山田　吉夫様～主治医に外泊状況を尋ねられても、うつむき無言である。青山荘スタッフからの情報提供があり、今後の方向性はまだハッキリとは決まっていない内容であり、ご家族の希望等も伝えている。本人は全く話さず黙っている。

